· 指名委員選挙　◇

指名委員会は会長が任命する常任委員会や特別委員会と異なり、会長の任命でなくクラブの選出で決めなくてはなりません。会則で特定の時期に行うことが規定されている選挙は、特別審議事項(特別予定議事)とみなされ審議の最初に行います。

(選挙の手順

1． 議長は「只今から指名委員の選挙を行います」と告げ、テラー3名を任命しこの任命に異議のないことを確認後、選挙の方法を述べます。
選挙は過半数の得票を得て選出される。 投票用紙による3名の指名委員選出の選挙は、3名が過半数の得票を得るまで続けられる。投票数が過半数に満たない場合は、投票数が最も少ない候補者を除き、投票は過半数を獲得する候補者が出るまで続けられる。しかし「指名委員の選挙」は不特定多数が対象になり、過半数を得ることが難しいと考えられるので、過半数であるか否かに拘わらず、上位3名を当選とする「相対多数の表決」での選出が行われています。｢相対多数の表決」での選出は、事前に特別な規則を採択していない限り、どのような動議の採択も役員の選出も出来ません。クラブ会則又は常規に規定されていない場合は、必ず会議での承認が必要です。｢相対多数の表決｣での選出は、時間節約や便宜上からで、これは最善の選出方法ではありません。

「相対多数の表決による選出」
３つ以上の選択が可能である場合に、ある候補者又は提案に与えられる最も多数の票を得たものが相対多数を得ることになり、過半数の得票数がなくても他のものの獲得票より多い得票で選出さる。

｢相対多数の表決｣での選出が会議で承認が得られた後、議長は上位3名を当選とすることや得票数が同数の場合の選出条件を述べ異議がないか尋ねます。選出条件に異議があれば動議を提出し審議します。

同点の場合、選挙は議長の述べた方法で行うことが出来るとありますが、候補者を限定することはできません。選出条件に議長がＩＴＣ在籍歴、役員歴、名簿順等の条件をつけることは、議長が候補者を限定することになりますので、公平を欠くことになり、望ましいことではありません。投票用紙での再投票になった場合は、改めて投票用紙を配ります。投票するのは（選ぶ事ができるのは）投票者だけです。2名或いは3名に対して再投票を行いますが、時間節約や便宜上、前もって得票数が同点の場合の選出条件を述べている場合は、その条件で選出が決まります。

例えば、同点の当事者達で籤引又はじゃんけん等で選出を決めます。

リージョン及びカウンスル会合等で同点が出て、籤引きやじゃんけんになった場合、同点の当事者が欠席しており籤引きやじゃんけんに参加できない時は、議長はD/Cが代理に籤を引くことを投票する前に宣言しておきます。
2． テラーは書記から出席数の投票用紙を受け取り、直接会員に配布する。

3． 議長は現会長には投票しないこと、3名記入することを告げ、会員に投票を要請する。（3名選出の場合は3名記入が最善であるが、不特定多数のため票が割れることを考慮し、2名記入の場合も考えられる）

4． 議長は全員の投票を確認後、投票の終了を宣言する。　テラーは投票箱を持って一人ずつ二つ折りにされた投票用紙を回収する。

5． 議長はテラーに集計を命じ、テラーは別室又は指定された場所で集計する。

6． 議長はテラーに集計結果を読み上げるよう命じます。　　　　　　　　　　　

①投票数
②投票総数　

③無効票数
④最高得票数を獲得した順に得票の多寡に拘わらず全て報告　　　　　　

7． 議長は読み間違いをなくすため、再度報告書を読み上げる。

10.　 議長は選出された3名の名前を告げ、日時を指定し互選で委員長を決め、
議長に報告するよう要請し、指名委員選挙の終了を宣言する。

11. 　テラーは集計された投票用紙を書記に返します。書記は議長が再計算を命じない

　　　ことが確認されるまで保管します。

12. 議長は勘定のし直しを命ずる可能性がない場合は、書記に投票用紙を破棄する
よう命じます。
(投票用紙による相対多数の表決
■　4名以上記入している票は無効票です。

■　2名しか記入していない票は2名については有効ですが1名は白票です。

白票は棄権と同様、投票総数に入りません。紙くずとして無視されます。

■  同じ人の名を1票の投票用紙に記入したものは1票のみ数えられ他は無効です。

· 2枚あるいはそれ以上の投票用紙が一緒に折ってあって同じ人に投票している
ものは不正票として両方無効となり、2票以上あっても無効票1票として報告
されます。

· 適切に記入された投票用紙と一緒に重なっていた白票は無視され、投票数に入
　　れません。白票と重なっていた投票用紙は有効です。

· 細かい技術的な誤りがあっても投票の意味が明白であれば認められます。

· 無資格者への投票は無効です。

· 無効票は投票総数にはいります。

■　各候補者の得票と無効票の総数は、投票総数と等しくなくてはなりません。

(表決

過半数の表決とは半分を超える表決のことで、白票や棄権を除き「半数を超える」ことを意味します。この場合、投票者の過半数で出席者の過半数ではありません。

棄権した人が反対した人と同じにならないよう、棄権することによって中立の立場を維持する権利を否定しないために、投票者の過半数なのです。

２/３の表決とは投票された票の２/３のことで、２/３以上ではありません。

　　

1． 過半数の表決の場合、可否同数は否決です。議長は可否同数を破るためにも、
可否同数にするためにも投票することができる。

3分の2の表決の場合は、必要な3分の2の表決を得るためにも、またはそれ
を阻止するためにも投票することができる。

2． 議長は、投票用紙による表決の場合には、他の会員が投票する際に投票する
ことができる。しかし議長が投票を閉じるまえに投票しなかった場合には、
会議の許可がなければ投票することができない。

3． 議長が投票を閉じることを宣言した後に遅れて出席した会員が投票を希望
する場合、投票を再開するためには過半数の表決が必要です。

(動議を採決する為の８ステップ

1． 呼びかけ　起立し議長に「議長 又はマダムプレジデント」と呼びかける。

2． 発言承認　発言の許可を得る。議長の承認がなければ発言できません。

3． 動議提出　｢私は『・・・・・』という動議を提出します｣と述べる。

4． セコンド　別の会員がその動議をセコンド(検討することを支持)する。

5． 取上宣言　議長は動議を復唱し（1回目）、取上げを宣言する。

6． 討　　議　議長が動議を復唱し（2回目）、討議を求める。

7． 採　　決　議長が動議を復唱し（3回目）、採決をとる。

8． 発　　表　議長は採決の結果を発表し、議決を述べる。

注)　議長は動議提出から採決までに、動議を3回述べます。　　　
(定足数不足のうちに処理できる審議事項
1 次回日時設定

2 休会（閉会）

3 休憩

4 定足数確保のため手段を講じることの審議

上記４つ以外の審議の議決は、定足数に達した会合で、その決議の追認を

得なければなりません。
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